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従業員のみなさまへ
社内報は前月発刊できず申し訳ございません。
勝手ながら１１月・１２月の合併号とさせて
戴きます。
暑い暑い夏から、短い秋空きがあっという間に
終わり、冬に突入しました。
２５日はクリスマス、それが終わると２０２５年
も終わり、新たな年を迎えることとなります。
師走は、世の中が忙しく、何故か急ぎがちなので
皆さん、ゆとりをもって安全運転で２０２５年を
終わらせましょう。

安全委員会
委員長 金子 力



小林社長が第１９回OCHISセミナーに登壇

11月21日（金）、弊社代表取締役 小林 猛が第19回OCHISセミナーに登壇しました。
本セミナーでは「運輸ヘルスケアナビシステムの活用と中小企業が抱える課題」を
テーマに、弊社が取り組む健康管理の在り方について講演いたしました。
近年、運輸業界ではドライバーの健康状態が事業継続や安全運行に直結する一方、
従来の“場当たり的な健康管理”ではリスクを未然に防ぐことが難しくなっています。
弊社では、社員一人ひとりの健康を守るにはデータに基づく客観的な管理が不可欠で
あると考え、5年前より「運輸ヘルスケアナビシステム」を導入。日々の健康状態を
企業として把握し、早期対応につなげる仕組みを構築してまいりました。
本登壇では、弊社の具体的な活用事例や、中小企業が健康管理を仕組み化する際の
課題と解決策についてご紹介しました。

また、弊社グループでは今年、
「健康経営優良法人（ブライト500）」の認定取得を目指し、
全社を挙げて健康経営の推進に取り組んでおります。
今後も、社員が安心して働ける環境づくりと、安全で持続可能な
運送サービスの実現を目指して取り組んで参ります。

輸送新聞にも掲載されました



品質向上コンテスト開催

先日配信された『エンドユーザー目線の物流品質統一』に向けた取組みの一環
として『タカラスタンダード社配送乗務員の積込コンテスト』を実施する。
開催期間は下記期間とし、個々に評価を行い上位者へ報奨を贈呈いたします。
また目的と目標を明確にし、安全運転、荷扱い技術向上への全社的な意識強化
を図り、『感動される物流品質』の獲得に向けての取組みとなります。

期間：１１月１７日～１２月２０日の間

積込後の画像を日々の品質ミーティングで確認、ルールが守られて積み込まれて
いるかをチェック、又納品時にエンジニア様からの評価シートでのチェックを基に
点数にて評価を致します。

入賞者へは商品（商品券？を贈呈予定）

タカラスタンダード 東京支社長よりお褒めの言葉も戴きています。



１１月２５日より、関連会社のスズエ電機のお得意先様の
信和自動車工業様の入出荷保管業務がスタートしました。
保管する商品は、皆さんが毎日使用している「輪留め」です。
関連会社のスズエ電機で製造していますが、製造シェアは
何と日本の約７５％と高いシェアを誇っています。

海老名営業所のY所長の
力を借りて、磐田市より
数日にわたり、商品を移
管してきました。

これ以外にも、㈱ホンダ
様の商品も併せて移管し
こちらも１２月より出荷
開始となります。
※ちなみにあの車のホンダではありませ
ん。





お知らせ
10月号にてご案内した検定試験ですが、下記の通りの結果とな
りました。

受験者数 ７名 合格者５名
環境に関する検定なので、この知識をベースにESG経営の「E」
の環境を深堀して下さい。

編集後記
品質コンテストを開催、日々の安全MTにて積込チェックを
行い、お客様目線での積込を行っています。
エンジニア様からもチェックシートにて評価をいただいていますが
多くのお褒めのお言葉をいただいています。
又東京支社長からもお褒めの言葉をいただきています。
非常にありがたいことですが、皆さんの日々の努力の賜物と
感じています。
師走に入り、朝晩と冷え込んでいます。又インフルエンザも
流行していますので、今年最後の月を健康でいれますように
注意しましょう。

安全委員会 委員長 金子 力
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